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１
点
を
先
制
し
て
迎
え
た
５

回
裏
２
死
二
塁
、
こ
の
場
面
で

「
緊
張
し
て
な
か
な
か
動
か
な

か
っ
た
。
申
し
訳
な
い
」
と
、

右
飛
を
伊
藤
修
太(

経
１)

が
落

球
し
て
し
ま
い
無
安
打
で
同
点

に
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
流
れ

を
断
ち
切
っ
た
の
は
先
発
・
今

永
。
７
回
か
ら
は
毎
回
走
者
を

出
す
が
「
一
冬
越
え
て
長
い
イ

ニ
ン
グ
を
投
げ
る
た
め
に
色
々

気
付
き
な
が
ら
や
っ
て
く
れ

た
」。
と
西
村
亮
監
督
が
話
す
よ

う
に
、
粘
り
の
投
球
で
９
回

1
3
8

球
を
投
げ
切
っ
た
。
今
永

は
大
事
な
開
幕
戦
で
「
秋
は
勝

て
な
か
っ
た
の
で
勝
て
て
良
か

っ
た
」
と
初
の
白
星
に
安
ど
の

表
情
を
見
せ
た
。 

 

試
合
は
同
点
で
迎
え
た
６

回
、
５
番
・
福
山
亮
が
１
死
二

塁
か
ら
右
中
間
適
時
二
塁
打
を

放
ち
逆
転
に
成
功
。
６
回
の
守

備
か
ら
は
弟
・
福
山
慎
吾(

営
１)

も
出
場
し
た
。
初
出
場
の
弟
は

「
小
、
中
、
高
と
同
じ
ス
コ
ア

ボ
ー
ド
に
名
前
が
出
る
こ
と
が

無
か
っ
た
の
で
う
れ
し
か
っ

た
」
と
同
時
出
場
を
喜
ぶ
。
一

方
、
兄
は
「
１
つ
い
い
プ
レ
ー

も
あ
っ
た
。
弟
に
負
け
な
い
よ

う
に
し
た
い
し
気
合
も
入
る
」

と
気
を
引
き
締
め
た
。
思
い
切

り
の
い
い
打
撃
で
オ
ー
プ
ン
戦

で
は
１
番
を
打
つ
こ
と
も
あ
っ

た
弟
、
昨
秋
に
は
ベ
ス
ト
ナ
イ

ン
に
選
ば
れ
こ
の
春
に
は
東
都

選
抜
に
も
召
集
さ
れ
て
い
る

兄
。
兄
弟
で
の
活
躍
に
も
期
待

が
か
か
る
。 
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駒 大 ０００ １１０ ０００ ２ 
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今
季
開
幕
戦
。
試
合
は
５
回
、
先

制
点
を
挙
げ
た
直
後
死
球
と
失

策
が
絡
み
無
安
打
で
同
点
に
追

い
付
か
れ
る
。
す
る
と
６
回
、
福

山
亮(

経
３)

が
右
中
間
適
時
二
塁

打
を
放
ち
勝
ち
越
し
。
こ
の
リ
ー

ド
を
先
発
・
今
永
昇
太(

経
２)

が

守
り
抜
き
リ
ー
グ
戦
初
戦
を
白

星
で
飾
っ
た
。 

  
  

今永、２安打完投で 

リーグ戦白星発進 

 

今年駒大野球部の門を叩いた新入生の中で、誰よりも早く神宮球場の打席に立った
のが伊藤修太(経１)だ。163cm、55kgと小柄ながら器用に打ち分け可能な打撃センス
で安打を量産、オープン戦でも存在感を見せつけた。少ないチャンスをものにし、期
待を背に開幕戦でスタメン出場を果たした。しかし、神宮デビューはほろ苦いものと
なってしまう。唯一の失点を自身の失策で許してしまったのだ。試合後、「試合が始
まっても緊張してなかなか動かなかった」。と口数少なく振り返り、悔しさをにじま
せる。打撃も振るわず、神宮初安打もお預けとなった。  
日大藤沢高時代は１番遊撃手、主将としてチームを神奈川県大会ベスト４へと導い

た。予選１回戦ではサヨナラインフィールドフライを放ち話題にも。いわば“持って
る”男の今後の成長に期待が高まる。(五十嵐秋音) 

【駒 大】   打安点 

(4)9砂 川 ３１０ 

(９)伊 藤 ３００ 

４ 福山慎 １００ 

(６)下 川 ４１０ 

(８)江 越 ４００ 

(５)福山亮 ４１１ 

(２)木 下 ４１０ 

(３)柳 原 ４１０ 

３西村凌 ０００ 

ＤＨ篠 原 ３００ 

(７)齋 藤 ２１１ 

     計 32６２ 

 

▽二塁打＝木下、砂川、下

川、福山亮 

 

     回 打安責 

○今永  ９ 32２０ 

 今日のベストプレイヤー！「木下と江越。木下は最初すごく緊張してたけど試合後の表情を見てホッ

とした。」ベストプレー！「８回の江越のスーパーキャッチ。あれは実際大きかったと思います。」 

今日のベストプレー 
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(

右)

６
回
、
逆
転
の
右
中
間
適
時
二

塁
打
を
放
っ
た
福
山 

(

左)

開
幕
投
手
を
務
め
、
２
安
打
完

投
の
今
永 


